
H25当初 主要事業：重点事業（重点プロジェクト推進のための事業） 

（９）ふくしま・きずなづくりプロジェクト  

 
 
 

 

①福島県内におけるきずなづくり  

一新１ 地域づくり総合支援事業 

（企画調整部 地域振興課、文化スポーツ局 文化振興課） 

531,196

 民間団体等が行う震災等からの復興に向けた地域づくり活動等を支援するとともに、地方振興局を中心に

出先機関が連携し、地域の実情に応じた事業を企画・実施する。 

 

新２ 

 

復興へ向けた多様な主体との協働推進事業（文化スポーツ局 文化振興課） 23,089

 震災からの復旧・復興や地域コミュニティの維持・再生に向けて、行政、地域住民、企業、ＮＰＯ法人等

の多様な主体が協働して課題解決に取り組むための協議の場を設置するとともに、ＮＰＯ法人等の自立的活

動を支援するためＮＰＯ法人等の活動基盤の整備を図り、更なる協働を実現する。 

 

新３ 

 

「地域のたから」伝統芸能承継事業（文化スポーツ局 文化振興課） 9,549

 伝統芸能の担い手の継承意欲を高めるとともに、県民の震災からの心の復興を図りふるさとへの回帰を促

進するため、被災地の伝統芸能団体や子どもが演じ手の団体を中心に伝統芸能の公演及び代表者や子どもた

ちの交流会を実施する。 

 

(再掲) 

 

地域コミュニティ復興支援事業（保健福祉部 社会福祉課） 1,153,370

被災地における地域コミュニティの復興を図るため、市町村・社会福祉協議会・ＮＰＯ等との連携を強

化し、生活支援相談員を配置するなど被災者・要援護者への支援を行う。 

 

(再掲) 

 

高齢者見守り等ネットワークづくり支援事業 

（保健福祉部 高齢福祉課・介護保険室） 

1,248,265

高齢者等サポート拠点を整備・運営するなど、仮設住宅等での生活を余儀なくされている被災高齢者等の

生活支援を行うとともに、日常的な地域支え合い体制づくりが全県的に進むよう関係団体を支援する。 

 

②県外避難者やふくしまを応援している人とのきずなづくり  

１  ふるさとの絆電子回覧板事業（知事直轄 広報課） 72,776

避難者とふるさとの絆を維持するため、原発避難者特例法に基づく市町村から県内外へ避難した人たちに

行政情報をリアルタイムで配信し、併せてふるさとの画像なども配信する。 

 

2 

 

ふくしま再生交流推進プロジェクト（観光交流局 観光交流課） 23,037

 避難されている方が帰還するためのきっかけ作りや、交流人口の拡大等を目的とし、復興する福島の姿を

発信し、福島に対するイメージを向上させるため、オール福島で福島の元気と魅力をＰＲする首都圏最大級

のイベントを実施する。 

  

県内外に避難している県民の心がふくしまとつながり、避難されている方々がふるさとに帰還する

ことができるよう、地域コミュニティのきずなが再生・発展するとともに、震災を契機とした新たなきず

なが構築されるよう取組を進める。 
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一新(再掲) ふるさとふくしま帰還支援事業 

（生活環境部 原子力安全対策課・避難者支援課） 

475,365

 県外に避難した避難者に対して、本県に帰還するまでの間、避難先での生活安定化を図り、最終的に本県

への帰還につなげる事業を実施する。 
また、リアルタイムでふるさとの状況を確認できるウェブカメラの維持管理経費を市町村に対して補助す

る。 

 

③ふくしまにおける復興へ向けた取組や情報の発信   

一新１ 「新生ふくしま」戦略的情報発信事業（知事直轄 広報課） 240,861

 「ふくしまから はじめよう。」のスローガンの下、各部局が連携を図り一体感を持って、ふくしまの「魅

力」と「今」を国内外に効果的に情報発信する。 
特に、県民が復興を実感し、着実に復興が進むふくしまを県内外に印象づけるため、本県の状況を映像や

データを多用しながら、県民の取組などとともに発信する。 

 

新２ 

 

ふくしまから はじめよう。キビタン絆育成事業（知事直轄 広報課） 39,286

子どもから大人まで親しまれている本県の復興シンボルキャラクター“ふくしまから  はじめよう。キビ

タン”を活用し、イベントなどを通じ子どもたちに元気と希望を届けるとともに、本県に愛着を持てる気持

ちを醸成する。 

 

新３ 

 

ふくしま復興促進連携事業（企画調整部 企画調整課） 25,804

 東日本大震災の犠牲者を悼むとともに復興に向けて県民の心をひとつにする行事の開催や、他県・他団体

と連携した情報発信・ＰＲ活動などにより、震災の風化を防止するとともに、風評の払拭につなげていく。 

 

新４ 

 

地域密着型プロスポーツ創造事業（企画調整部 地域政策課） 7,984

 ＪＦＬへ昇格し全国を舞台に活動することとなった福島ユナイテッドＦＣが地域に根ざしたシンボルチ

ームとして成長するよう支援することにより、県民生活に元気と活力を与え、震災からの心の復興を図ると

ともに、県外での試合において本県の情報を発信してもらうことで、風評払拭や観光誘客を図る。 

 

新５ 

 

文化で元気！「新生ふくしま」グランドステージ事業 

（文化スポーツ局 文化振興課） 

10,338

 全国的に著名な芸術家等による公演、展覧会等を積極的に誘致することにより、県民の心の復興とともに

観客の増加を図り、いきいきとした県民の姿を通して"新生ふくしま"を全国に発信し、更なる文化振興を図

る。 

 

新６ 

 

スポーツ環境復興緊急対策事業（文化スポーツ局 スポーツ課） 10,000

 かつて福島のお家芸と言われた競技を重点的に強化し、全国大会で活躍することで、本県の元気を内外に

アピールし、スポーツによる本県復興の象徴とする。 
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新７ 森林とのきずな再生事業（農林水産部 森林計画課） 8,363

 震災や原子力災害発生以降の森林の現状に対する理解を深めつつ、県民運動の浸透や拡大を図るため、森

林環境に関する情報発信と森林づくり活動の支援及び平成 30 年全国植樹祭の招致に向けた開催理念などの

検討を行う。 

 

④ふるさとへ戻らない人とのきずなの維持   

(再掲) ふるさとの絆電子回覧板事業（知事直轄 広報課） 72,776

避難者とふるさとの絆を維持するため、原発避難者特例法に基づく市町村から県内外へ避難した人たちに

行政情報をリアルタイムで配信し、併せてふるさとの画像なども配信する。 

 

 

 事業数 事業費（千円） 

本資料に掲載した事業 16 3,952,059

その他の事業 12 199,801

合計 28 4,151,860

               ※事業数及び事業費とも再掲事業を含む 
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